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冬の事故 にご注意を !!
１月24日から２月９日は雪害事故防止週間
　１月24日から２月９日は「雪害事故防止週間」です。
　雪による事故被害の原因で最も多いのは、自宅など建物の屋根の雪下ろし中の
事故で、全体の約６割を占めており、特に高齢者の方が事故に遭うケースが多く
なっています。

雪下ろしの「８の重要ポイント」
①屋根の雪の緩みに注意！
②安全な服装で！（ヘルメットをかぶろう）
③命綱を使いましょう！
④はしごはしっかり固定！
⑤使いやすい除雪道具を！
⑥２人以上で作業！
⑦無理な作業はやめましょう！
⑧足場はいつも注意！

山形県主催　雪下ろし講習会
　命綱などの装備品を実際に使いながら、安全な雪下ろし
の方法を学ぶ講習会を開催します。
▶日時／１月29日㈬９時30分～12時
▶会場／高畠町総合交流プラザ
▶講師／長岡技術科学大学　准教授　上村 靖司 氏
　　　　宮沢雪プロジェクト　二藤部 久三 氏
▶参加料／無料
▶定員／ 20人程度
▶その他／雪下ろしができる服装でご参加ください。
▶申込・問合せ先／山形県市町村課　☎ 023（630）2680
　　　　　　　　　町企画財政課　　☎（52）１１１２

　冬季は積雪や路面凍結、悪天候時の視界不良等に
より道路環境が悪化し、危険性が増す時期です。
　また、年末年始は飲酒の機会が多くなるため、飲
酒運転による重大交通事故の多発が懸念されます。
　飲酒運転を絶対に「しない、させない、許さない」
の徹底をしましょう。

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）

高畠町 150（＋18） １（－１） 186（＋20）

南陽市 188（－12） ０（－１） 264（－８）

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成25年11月30日現在の交通事故発生状況

冬道冬道ははより一層より一層のの安全運転安全運転をを冬道冬道はより一層より一層の安全運転安全運転を冬道はより一層の安全運転を

【冬道の安全運転五則】
１．スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。
２．車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。
３．急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操
　　作を避ける。
４．視界不良時は、前方をよく見て早めに徐行する。
５．危険がいっぱい。追越しはしない。

▶安全な雪下ろし作業の例
　命綱やヘルメットをしっかりと！

冬の農業関連労働災害防止について
　山形県では降雪による転倒や転落事故が多発しており、平成24年度では210人の死傷災害が発生し、うち３
人の方が亡くなっています。このような事故を防ぐには作業手順等のルールの厳守はもちろんのこと、労働者
自身の雪に対する危険性の再認識や作業する環境を整える事が重要です。一人ひとりが自覚を持ち、安全に作
業を行いましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　▶担当／産業経済課農村林務係　☎（52）１１１３

【県内で交通死亡事故が多発注意 !!】
　夕暮れ時から夜間にかけて道路横断中の歩行者に
車が衝突する事故が多発しております。
　薄暗くなり始めたと感じたら早めのヘッドライト
点灯およびライト上下のこまめな切り替えなどで安
全運転をお願いいたします。

冬の労災をなくそう運動　平成25年12月15日～平成26年２月15日冬の労災をなくそう運動　平成25年12月15日～平成26年２月15日

スローガンスローガン　　積った雪に　隠れる危険　先を予知して　転倒防止積った雪に　隠れる危険　先を予知して　転倒防止  【山形労働局】【山形労働局】

　

町
長
の
諮
問
に
応
じ
て
空
き
家
等
の
調
査

お
よ
び
審
議
（
勧
告
・
命
令
等
）
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
十
月
に
審
議
会
委
員
を
委
嘱

い
た
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　

会　

長　
　

佐
藤
清
雄　

防
犯
協
会

　

会
長
代
理　

大
浦　

健　

建
設
業

　

委　

員　
　

大
地　

清　

区
長
会

　

委　

員　
　

川
井
秀
智　

宅
建
業

　

委　

員　
　

髙
橋
英
幸　

建
築
業

　

委　

員　
　

山
村
靖
子　

司
法
書
士

　

委　

員　
　

若
林
智
次　

建
築
士

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑵
草
木
が
繁
茂
、
昆
虫
そ
の
他
の
動
物
が
繁

殖
し
、
周
辺
環
境
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
状
態            

⑶
建
築
物
の
破
損
等
に
よ
り
、
空
き
家
に
容

易
に
不
特
定
の
者
が
侵
入
で
き
る
状
態

⑴
空
き
家
等
が
倒
壊
し
、
又
は
建
築
資
材
等

が
飛
散
し
、
は
が
れ
落
ち
又
は
落
雪
等
で

人
的
被
害
や
財
産
に
被
害
を
与
え
る
お
そ

れ
が
あ
る
状
態

空
き
家
等
審
議
会
に
つ
い
て

　

本
年
6
月
施
行
さ
れ
ま
し
た
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
、
空
き
家
等
の
戸

別
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
管
理
不
全

な
空
き
家
が
調
査
件
数
の
約
３
割
で
し
た
。（
下

表
参
照
）

　

管
理
不
全
な
空
き
家
等
に
つ
い
て
は
、
２
次
調

査
等
を
行
い
指
導
、
勧
告
等
の
措
置
を
行
い
ま
す
。

①
平
成
25
年

４
月
〜
６
月
区
長
会
の
ご
協
力
を
を
い
た
だ
き
、

実
態
調
査
を
実
施
（
集
落
毎
）

②
平
成
25
年

７
月
〜
10
月
①
に
基
づ
き
町
が
戸
別
調
査

老
朽
度
・
危
険
度
の
判
定

管
理
不
全
な
空
き
家

〝
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
〞

※各区長の皆様には、お忙しいところ、調査のご協力誠にありがとうございました。
※上記調査は、空き家台帳に登録（随時、加除）。　情報のご提供よろしくお願いいたします。
※火災の危険や防犯上の問題に対応するため南陽警察署、その他関係機関と連携します。

▼問合せ先／生活環境課　☎（52）１５７７

地区
項目

高畠 二井宿 屋代 亀岡 和田 糠野目 計
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

使 用 中 ４ 3.7 １ 1.5 ０ ０ ３ 5.8 １ 1.5 ２ 2.4 11 2.5
使用予定 ０ ０ １ 1.5 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 0.2
解 体 済 １ 0.9 ３ 4.5 １ 1.6 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ 1.1
老
朽
度
危
険
度

Ａ 23 21.1 11 16.7 ８ 12.9 10 19.2 10 14.7 ８ 9.6 70 15.9
Ｂ 47 43.1 13 19.7 43 69.4 13 25.0 26 38.2 37 44.6 179 40.7
Ｃ 27 24.8 25 37.9 10 16.1 17 32.7 24 35.3 20 24.1 123 28.0
Ｄ ７ 6.4 ８ 12.1 ０ ０ ８ 15.4 ７ 10.3 16 19.3 46 10.5

崩 壊 ０ ０ ４ 6.1 ０ ０ １ 1.9 ０ ０ ０ ０ ５ 1.1
計 109 100 66 100 62 100 52 100 68 100 83 100 440 100

空き家等の所有者・管理者は、適正な維持管理をしなければなりません。（条例第４条）

地区
項目

高畠 二井宿 屋代 亀岡 和田 糠野目 計
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

調査戸数 102 100 52 100 41 100 35 100 57 100 50 100 337 100
C・Dランク
戸数⑴ 33 32.4 26 50.0 ７ 17.1 13 37.1 26 45.6 20 40.0 125 37.1

Cランク50点未満
戸数⑵ 10 9.8 ２ 3.9 ０ 0.0 ３ 8.6 ６ 10.5 ５ 10.0 26 7.7

要対策戸数
⑴－⑵ 23 22.5 24 46.2 ７ 17.1 10 28.6 20 35.1 15 30.0 99 29.4

【２】個別調査

【１】棟　別

老朽度・危険度のランク（調査項目の合計）

Ａ
小規模の修繕により再利用が可
能（または修繕がほとんど必要
ない）

0点

Ｂ

管理が行き届いておらず損傷も
見られるが、当面の危険性はな
い。（多少の改修工事により再利
用が可能）

1～30点

Ｃ

今すぐに倒壊や建築材の飛散等
の危険性はないが、管理が行き
届いておらず、損傷が激しい。（老
朽化が著しい）

31～149点

Ｄ
倒壊や建築材の飛散など危険が
切迫しており、緊急度が極めて
高い。（解体が必要と思われる）

150点～

空き家等実態調査結果

調査項目
建築物の
傾 斜

0～
150点

基 礎 の
状 態

0～
50点

外 壁 の
状 況

0～
50点

屋 根 の
状 況

0～
50点

使用状況 0～
15点

※山形県空き家対策検討会策定

←
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　民生委員・児童委員は、子どもや家庭のこと、地域の
ことなどを相談できる一番身近な相談相手です。
　12 月１日付で71名の民生委員・児童委員が新しく選
任されました。これから３年間、それぞれの担当地区で
活動するみなさんを紹介します。

平成25年12月1日
民生委員・児童委員 一斉改選

あたたかな地域社会づくりのために
相談・支援を行います。

横 山 清 彦　会長

　委員や関係機関との

連携を密にし、地域住

民のみなさんの身近な

相談相手としてお手伝

いしていきたいと思い

ます。

　お気軽にご相談くだ

さい。

民生委員・児童委員は民生委員・児童委員は
あなたの身近あなたの身近な相談員ですな相談員です

民生委員・児童委員は
あなたの身近な相談員です

▲12月２日に開かれた委嘱式の様子
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の
相
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援
助

　農林水産業分野で活躍する置賜地域の
若者の優れた功績などに贈られる「平成
25年度置賜地域農林水産業若者賞」の表
彰式が11月21日㈭行われ、萩

はぎはら

原拓
たくじゅう

重さん
（糠野目）が受賞されました。

　12月7日㈯、浜田広介記念館を会場に
「早稲田×高畠公開講座」が開催されま
した。基調講座と討論が行われ、約60人
の参加者は「高畠町の空間の履歴」など
の講演に興味深く聞き入っていました。

　11月22日㈮、高畠小学校エコ委員
会の生徒が「エコキャップ推進運動」に
取り組む山形銀行高畠支店に、生徒達
がコツコツ集めたペットボトルのキャ
ップ約95㎏を寄付しました。

　地場産物の活かし方や食育の啓発を目
的とした「第８回全国学校給食甲子園決
勝大会」が12月８日㈰、女子栄養大学駒
込キャンパスで行われ、糠野目小学校の
給食がヤクルト賞を受賞しました。

　広報たかはた12月号に掲載しました
「秋の叙勲（濱田幸助さん）」の記載
に一部誤りがありました。次のように
訂正しお詫びいたします。

【誤】昭和40年より統計調査に従事
　　され、以後48年の長きにわたり
　　　　　　　　↓
【正】昭和37年より統計調査に従事
　　され、以後51年の長きにわたり

　12月13日㈮、ＪＡたかはた支店ハ
ピネスを会場に、「第10回高畠町米
食味コンクール」が開催されました。
結果《つや姫の部》最優秀賞　山田文則さん
　　《コシヒカリの部》最優秀賞　猪野　誠さん

　11月６日㈬、置賜三市五町で組織する置賜社会教育振興会
が主催する大会席上で、和田地区の両組公民館が優良社会教
育団体として表彰されました。子どもから大人まで集落内の
団体が協力して、田んぼの学校や花壇の整備、盆踊り大会な
ど公民館活動が活発に行われています。

　和田地区では「みんなで支える学校　みんなで育てる子ど
も」を合い言葉に、学校の応援団として地域のボランティアが
学校活動を支援しています。地域による学校支援活動の推進に
取り組んできた「和田地区学校支援地域本部」事業が高い評価
を受け、12月５日㈭、文部科学大臣表彰を受賞しました。

　財団法人自治総合センターのコミュニティセンター助成事
業により、大字亀岡コミュニティセンターが完成しました。
　この助成事業は、集会施設等の整備を行うことで、地域コ
ミュニティの健全な発展と住民福祉の向上のため行われるも
ので、宝くじの助成金を受けて実施されています。

　12月４日㈬、二井宿小学校の生徒が二井宿地区公民館
を会場にクリスマス・リース作りに挑戦しました。
　ぶどうのつるを使い、皆で協力しながら賑やかに、いろ
いろな飾りを取り付けました。

▶
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
プ
ル

　

タ
ブ
を
回
収
し
て
、
車
イ
ス
を
寄

　

贈
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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菅 原 德 幸
☎ 52-3637
北　目

安藤クニ子
☎ 52-1438
幸町三

直 江 博 美
☎ 52-4575

桜木町、幸町一・二

井 田 操 子
☎ 52-0630
大町二、横町

庄司のり子
☎ 52-3140
大町一・三

伊 藤 秀 夫
☎ 52-2789
安久津一・二

木 村 達 彦
☎ 52-0882
青葉町、緑町

日 詰 德 雄
☎ 52-2766
御入水

後 藤 信 一
☎ 52-1054

旭町

髙 梨 健 一
☎ 52-2921
元町三、元町

加藤美恵子
☎ 52-1476
荒町一・二

大河原　茂
☎ 52-3125
小郡山、高安

森谷　豊
☎ 52-0878
蛭沢、入蛭沢

湯 川 得 成
☎ 52-3277

弥生町（13組～33組）

後 藤 秀 雄
☎ 52-2707

弥生町（１組～12組）

本 田 正 子
☎ 52-1169
駄子町

小梁川さつ子
☎ 52-1086
鳥居町

神 保 良 子
☎ 52-0748
上　宿

佐々木 一
☎ 52-0975
上駄子町、弁天前

木 村 賢 治
☎ 52-0330
金原湯在家
熊の前・新田

渡 部 一 博
☎ 52-1895
塩森、飯森

髙 橋 正 明
☎ 52-3925
泉　岡

島 津 永 雄
☎ 52-2993

筋

佐 藤 正 良
☎ 52-3372
下宿、田沢

氏名（敬称略）
自宅電話番号
担当地区

二
井
宿
地
区

二
井
宿
地
区

【
６
人
】

高

畠

地

区

高

畠

地

区
【
20
人
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員
６８６８人人

市 川 幸 子
☎ 52-1725

中

近 野 俊 信
☎ 52-0885
館の内、粡町
山崎、柏木目

岡崎百合子
☎ 52-1789
大新、中才

八 巻 栄 子
☎ 52-3796
深上、西館
中組、砂押

原 田 利 憲
☎ 52-1841
竹上・中・下・向

石 山 優 子
☎ 52-1193
根　岸

関 　 澄 夫
☎ 52-1965
三条目

髙 橋 傳 吉
☎ 52-1602
亀岡一・二・三
文殊ケ丘

渡 部 正 弘
☎ 57-2754
亀岡四、入生田北

笹 原 逸 郎
☎ 52-3504
相　森

渡 部 信 子
☎ 56-2136
川北上・下

鈴 木 和 夫
☎ 56-2054
両　組

二 宮 幸 子
☎ 56-2749
上和田一・二・三

川村千鶴子
☎ 57-2618
船　橋

濱 田 　 宏
☎ 57-2692
中島南・北

舟 山 道 雄
☎ 57-2185
露藤上・中・下

鈴木よし子
☎ 56-3174
馬頭東・西

横 山 清 彦
☎ 56-2046
下和田北

下和田南（３、４組）

菊 地 和 子
☎ 56-2059
下和田 12

下和田南（１、２組）

白 石 久 美
☎ 56-2122
元和田北・西

渡 部 隆 治
☎ 56-2892
中和田東部・西部

小 平 清 秋
☎ 56-2017
海上小倉、立石

屋

代

地

区

屋

代

地

区
【
10
人
】

亀

岡

地

区

亀

岡

地

区
【
７
人
】

和

田

地

区

和

田

地

区
【
11
人
】

佐藤千鶴子
☎ 52-3440

入

竹 田 秀 一
☎ 52-0392
時沢、野手倉

齋 藤 　 正
☎ 52-1693
日向、大笹生
細越、山越

金 子 秀 次
☎ 52-0561
東本町、西本町

川沼

近野久美子
☎ 57-2945
入生田南

近野八重子
☎ 57-2880
入生田西
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子育て通信子育て通信
高畠町子育て支援センター高畠町子育て支援センター

▼
問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
51
０
３
５
０

〜
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

　

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
健
や
か

に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
冬
に
な
り
寒
さ

も
厳
し
く
な
っ
て
く
る
と
、

外
に
出
る
の
が
お
っ
く
う
に

な
り
ま
す
ね
。
で
も
、
お
天

気
の
良
い
日
は
思
い
き
っ
て

外
に
出
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

雪
国
な
ら
で
は
の
雪
遊
び
は
も

ち
ろ
ん
、
雪
を
見
な
が
ら
近
所
を

散
歩
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
冷

た
い
外
気
に
触
れ
る
こ
と
で
、
皮

膚
や
粘
膜
が
鍛
え
ら
れ
丈
夫
な
体

づ
く
り
が
出
来
ま
す
よ
。

　

ま
た
、
雪
の
感
触
や
風
、
空
気

の
冷
た
さ
な
ど
大
人
に
と
っ
て
は

何
で
も
な
い
事
が
、
お
子
さ
ん
に

と
っ
て
は
新
鮮
な
体
験
・
体
感
と
な

り
成
長
を
促
す
い
い
刺
激
に
な
る

そ
う
で
す
。
寒
さ
に
負
け
な
い
強

い
体
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
月
の

み
ん
な
の
広
場
で
、
雪
遊
び
と
だ

ん
ご
下
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
そ
り
遊
び
や
雪
だ

る
ま
作
り
等
を
し
な
が
ら
雪
遊
び

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
日
程

は
、
下
記
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

▶
昨
年
の
雪
遊
び
の
様
子

「
そ
り
遊
び
、
楽
し
い
よ
！
」

〇
１
月
の
み
ん
な
の
広
場　

〝
雪
遊
び
を
楽
し
も
う
!!
＆

だ
ん
ご
下
げ
〞

　

元
気
に
雪
遊
び
を
し
よ
う
！

▼
期
日
／
１
月
８
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
〜
11
時
30
分

▼
持
ち
物
／
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
、
長

　

靴
、
帽
子
、
手
袋
、
タ
オ
ル
、

　

着
替
え
、
は
さ
み
、
の
り
、
お

　

て
ふ
き
※
お
家
の
方
も
防
寒
着

　

等
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

菅
かんの

野 結
ゆい か

椛 ちゃん
平成25年１月10日生（金原湯在家）

いつもにこにこいつもにこにこ
元気な結椛です☀元気な結椛です☀

未
来
っ
子
登
場

未
来
っ
子
登
場

遠
えんどう

藤 莉
り お

愛 ちゃん
平成25年１月17日生（上町）

お兄ちゃんに負けないくらいのお兄ちゃんに負けないくらいの
イタズラっ子な莉愛ちゃんです♪イタズラっ子な莉愛ちゃんです♪

CChildren

　

平
成
平
成
2525
年
１
月
生
ま
れ

年
１
月
生
ま
れ

板
いたがき

垣 岳
たけひろ

宏 くん
平成25年１月９日生（泉岡）
元気に大きくなれ☆元気に大きくなれ☆

　平成26年２月号に掲載するのは、平成25年２月
中に生まれた町内在住のお子さんです。
♪申込締切／１月16日㈭
♪申込先／町企画財政課　広聴広報係
　　　　　　　　　　　　　　☎（52）４４７６
♪申込書がございますので、写真を持参のうえ町企
　画財政課までお越しください。
　現像済み写真・データ共に可能です。

大
おおうら

浦 夕
ゆう わ

和 ちゃん
平成25年１月18日生（相森）
腰フリダンスが得意です♥腰フリダンスが得意です♥

満１歳になる
お子さんを募集します

〇
２
月
の
み
ん
な
の
広
場　

〝
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
〞

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

　
　
　
　
　

い
ら
っ
し
ゃ
い
!!
」

　

み
ん
な
で
お
買
い
も
の
、
楽
し

い
よ
！

▼
期
日
／
２
月
５
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
〜
11
時
30
分

▶
昨
年
の
だ
ん
ご
下
げ
の
様
子

「
マ
マ
と
作
っ
た
飾
り
、
上
手
に

　

出
来
た
よ
！
」

柴田千代子
☎ 57-3274
下町（１組～８組

　　　14、15、23組）

落 合 雅 幸
☎ 57-3228
家中、仲町、宮町

木 村 忠 広
☎ 57-2245
三軒屋、上町
小其塚

古 山 　 章
☎ 56-2602
南佐沢

後 藤 　 昭
☎ 56-2474
佐沢上・下

増 川 京 子
☎ 57-2024

金 子 光 子
☎ 57-4473

下 町（９組～13組、16組
～22組、24、25、99組）

金 子 映 子
☎ 57-3508
屋代・糠野目地区

渡 部 和 子
☎ 56-2830
亀岡・和田地区

冨澤久美子
☎ 52-1135
高畠・二井宿地区

長谷川裕見子
☎ 57-2638
津久茂、夏刈

佐 藤 哲 雄
☎ 57-2321
西　町

糠
野
目
地
区

糠
野
目
地
区

【
14
人
】

主
任
児
童
委
員

黒　田　美佐子 さん
（船橋）

金　子　弘　子 さん
（両組）

中　原　義　春 さん
（川北上・下）

渡　部　文　男 さん
（宮町、共栄の一部）

後　藤　愛　子 さん
（家中、仲町）

濵　田　信　子 さん
（下町の一部）

後　藤　庄兵衞 さん
（小其塚）

渡　部　　　弘 さん
（上平柳、蛇口、共栄の一部）

青　野　郁　美 さん
（沢口の一部）

山　中　勝　子 さん
（駅前）

東　條　英　雄 さん
（上山崎、元山崎、若葉平、JA前山団地）

鈴　木　久　雄 さん
（石岡、中瀬）

河　原　多喜子 さん
（主任児童委員 亀岡・和田地区）

※（　　）内は担当地区

森　谷　　　眞 さん
（幸町一・二、桜木町）

舟　山　　　堯 さん
（北目）

星　　　昌　孝 さん
（荒町一・二）

菅　野　一　宏 さん
（元町、元町三）

伊　藤　憲　昭 さん
（御入水）

原　田　洋　一 さん
（金原湯在家・熊の前・新田）

髙　橋　勝　代 さん
（上駄子町、弁天前、下宿）

中　川　彌五良 さん
（中）

菅　野　秀　子 さん
（日向、大笹生、細越、山越）

近　　　千鶴子 さん
（根岸）

本　田　初　子 さん
（深上、西舘、中組、砂押）

我　妻　英　則 さん
（大新、中才）

中　川　隆　清 さん
（舘の内、粡町、山崎、柏木目）

金　子　　　吉 さん
（入生田南）

３人３人

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
退
任
さ
れ
る

（
退
任
さ
れ
る
2727
人
の
み
な
さ
ん
で
す
）

人
の
み
な
さ
ん
で
す
）

　

子
ど
も
の
生
活
に
関
す
る
こ

と
を
専
門
的
に
担
当
し
ま
す
。

樋 口 豊 彦
☎ 57-5057
本　町

細 越 　 隆
☎ 57-2166
蛇口、上平柳
共栄

沢口（１組～10組
　　　25、26、99組）

須藤のり子
☎ 57-3138
沢口（11組～24組）

佐 藤 敏 朗
☎ 57-4562
駅　前

安 房 雄 一
☎ 57-3761
元山崎、ＪＡ団地

菊 地 英 雄
☎ 57-3140
中瀬、石岡

鈴 木 宮 夫
☎ 57-3357
上山崎、若葉平
前山団地
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高
畠
の
冬
の
風
物
詩｢

わ
ら
じ
み
こ
し｣

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

す
。
大
日
如
来
坐
像
に
奉
納
す
る
長
さ
４
㍍
を
超
す〝
大
わ
ら
じ
〞

を
裸
の
若
者
が
担
ぎ
、
清
め
の
水
を
浴
び
な
が
ら
町
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。

　

夜
に
は
雪
国
伝
統
の
ま
つ
り
〝
お
斎
灯
焼
き
〞
に
点
火
さ
れ
、

五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
・
家
内
安
全
を
祈
り
な
が
ら
燃
え
上
が
る

炎
は
圧
巻
で
す
。

　2014年が健康で良い年となりますように、あ
なたも ｢わらじみこし｣を担いでみませんか。
　女性も大歓迎 !! また、飛び入りも大歓迎です。
ふるってご参加ください。

▼問合せ先／大日如来尊保存会 　担当：我妻
☎（52）００２６

わ
ら
じ
み
こ
し

わ
ら
じ
み
こ
し
とと

お
斎
灯
焼
き

お
斎
灯
焼
き

第第
3030
回回  

た
か
は
た
冬
ま
つ
り

た
か
は
た
冬
ま
つ
り

みこしの担ぎ手大募集！

１
月
12
日
㈰15時

〜
20
時

▼
会
場
／
昭
和
縁
結
び
通
り
〜

　

庁
舎
通
り
〜
ま
ほ
ろ
ば
通
り

　

〜
屋
代
川
河
川
敷

▼
15
時
〜
わ
ら
じ
み
こ
し

（
昭
和
縁
結
び
通
り
ほ
か
）

▼
18
時
30
分
〜
松
明
パ
レ
ー
ド

（
羽
山
橋
付
近
）

▼
19
時
〜
お
斎
灯
焼
き

（
屋
代
川
河
川
敷
）

 

初
も
う
で
の
み
な
さ
ん
へ

初
も
う
で
の
み
な
さ
ん
へ

　

初
も
う
で
は
、
多
く
の
人
出
と
車

の
数
に
よ
り
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
亀
岡
文
殊
元
朝
参
り
の
交
通
規

制
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。◆

標
識
・
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
進
行
し
て
く
だ
さ
い
。

亀岡文殊元朝参り交通規制図
平成25年12月31日　22時から
平成26年１月１日　18時まで

駐在所
Ｘ

至船橋

至糠野目

和田川和田川

至米沢

大聖寺

県道
米沢

浅川
高畠

線

泉岡交差点

至高畠地内

至高畠地内

Ｎ

駐車場
Ｐ

道県

線
畠
高
沢米

☞印は標識設置場所
➡ 印は一方通行

☞

☜

☞

☞

⬅

⬅

⬅

⬅
⬅

⬅ ⬅

⬅
⬅

⬅

⬅

⬅
⬅

屋代川

1/11～1/12.13 時

幸新館●

斉院●
昭和縁結び通り

●十字屋

国道３９９号

総合交流　
プラザ● アダチヤ

●

●稲田茶舗

山形
銀行

花
登
茂
● ま

ほ
ろ
ば
通
り

▼
 ※駐車禁止※
式典会場

出初式交通規制
（12時45分～14時45分） 高

畠
町

高
畠
町
「「
消
防
出
初
式

消
防
出
初
式
」」

「
消
防
出
初
式
」

　

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
災

害
の
な
い
明
る
い
町
を
め
ざ
す
た
め

新
春
恒
例
の「
消
防
出
初
式
」
を
行

い
ま
す
。

世
代
交
流
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

世
代
交
流
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

消
防
出
初
式
に
伴
い
、
中
橋
か
ら
大
町
第
一
公
民
館
前
交
差
点
ま

で
の
区
間
が
12
時
45
分
〜
14
時
45
分
の
間
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

　

車
両
の
横
断
・
通
り
抜
け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
迂
回
等
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
目
的
広
場
は
前
日
か
ら
駐
車
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

当
日
は「
消
防
ポ
ン
プ
車
の
行

進
」、「
消
防
団
纏
ま
と
い
組
に
よ
る
は
し
ご

乗
り
」
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
多
目
的

広
場
で
は
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る『
祝

賀
放
水
』
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

《
町
火
消
し
の
心
意
気
を

　
　
　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い
。
》

▼
日
時
／
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰
12

　

時
30
分
〜

▼
祝
賀
放
水
・
式
典
／
多
目
的
広
場

▼
ま
と
い
行
進
・
は
し
ご
乗
り
／
ま

　

ほ
ろ
ば
通
り

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

　

組
合　

高
畠
消
防
署　☎

52
１
５
０
５

【ご注意ください】

文
化
財
防
火
デ
ー

文
化
財
防
火
デ
ー

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、
昭

和
24
年
１
月
26
日
に
現
存
す
る
世
界

最
古
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
法
隆
寺

の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し

た
事
を
契
機
と
し
、
貴
重
な
文
化
財

を
火
災
等
の
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
、
全
国
一
斉
の
【
文
化
財
防
火

デ
ー
】
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
畠
町
に
お
い
て
も
、
安
久
津
八

毎
年
１
月
26
日
は
、

　

文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

◆
防
災
訓
練

▼
日
時
／
平
成
26
年
１
月
26
日
㈰
13

　

時
30
分

▼
場
所
／
安
久
津
八
幡
神
社
境
内

▼
参
加
者
／
地
元
消
防
団
、
鳥
居
町

　

自
警
団
、
消
防
職
員

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

　

組
合　

高
畠
消
防
署　

予
防
係　

☎
52
１
５
０
５

幡
神
社
な
ど
貴
重
な
文
化
財
が
た
く

さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
町
民
一
人
一
人
の
財
産
と
し
て
、

火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
り
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み
な

さ
ん
の
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
次

の
日
程
で
、
安
久
津
八
幡
神
社
境
内

に
て
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

第 60回第 60回第 24回第 24回
▼
日
時
／
平
成
26
年
２
月
９
日
㈰

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル
ま
ほ
ら

【
出
演
者
募
集
】

▼
対
象
／
個
人
・
団
体
問
わ
ず

▼
出
演
申
込
締
切
／
平
成
26
年
１
月

　

20
日
㈪

【
入
場
券
販
売
】

　

１
枚　

３
０
０
円

①
１
月
27
日
㈪
９
時
〜
11
時

　

高
畠
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

　

二
井
宿
地
区
公
民
館

　

屋
代
地
区
公
民
館

　

亀
岡
地
区
公
民
館

　

和
田
地
区
公
民
館

　

糠
野
目
生
涯
学
習
館

②
１
月
27
日
㈪　

13
時
〜

　

高
畠
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
全
席
指
定

※
先
着
順
で
無
く
な
り
次
第
終
了

※
電
話
等
に
よ
る
予
約
は
で
き
ま
せ
ん

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
老
人
福
祉
セ

　

ン
タ
ー　
　
　
　

☎
52
４
４
８
６

ね
ほ
だ
れ
大
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

ね
ほ
だ
れ
大
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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